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●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
の他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、すべての
生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない。

（毎月１日発行）（毎月１日発行）
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第７１６号

（（11））

（
本
号
は
、
総
代
会
の
決
定
内
容
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
５
日
ほ
ど
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
）

　
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
３
年
連

続
し
て
総
代
の
皆
さ
ま
の
出
席
を
制

限
し
た
変
則
的
な
形
で
の
開
催
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
体
制
を
構
築
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、

今
年
２
０
２
２
年
当
初
か
ら
全
国
的

に
再
拡
大
し
ま
し
た
。
現
在
、
新
規

の
感
染
者
数
は
や
や
減
少
傾
向
で
す

が
、
弘
前
市
内
で
は
依
然
と
し
て
高

齢
者
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生

を
み
る
な
ど
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
健
生
病
院
は

19
床
の
コ
ロ
ナ
病
棟
を
確
保
し
て
い

ま
す
が
、
第
６
波
の
ピ
ー
ク
時
に
は

平
均
し
て
９
割
以
上
が
埋
ま
っ
て
い

て
、
20
名
入
院
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
弘
前
保
健
所
依
頼
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
連
日
１
０
０
件
実
施
、

発
熱
外
来
を
連
日
実
施
し
、
救
急
外

来
、
発
熱
外
来
で
の
陽
性
者
が
増
加

し
、
緊
張
し
た
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
精
神
疾
患
患
者
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
際
の

体
制
不
備
が
問
わ
れ
、
藤
代
健
生
病

院
は
そ
れ
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、

青
森
県
か
ら
重
点
医
療
機
関
指
定
の

要
請
を
受
け
改
築
し
、
21
年
12
月
か

ら
そ
の
役
割
を
担
い
ま
し
た
。第
６

波
に
よ
る
感
染
拡
大
期
は
、平
均
し

て
４
名
前
後
、
最
大
で
８
名
の
入
院

患
者
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

受
診
控
え
や
自
殺
が
増
加

　
ま
た
国
立
感
染
症
研
究
所
の
調
査

に
よ
る
と
、
21
年
９
月
ま
で
の
全
国

の
死
亡
者
数
は
前
年
同
期
よ
り
約
６

万
人
増
加
し
て
い
て
、
東
日
本
大
震

災
が
あ
り
戦
後
最
大
と
な
っ
た
11
年

を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
６
万
人
の
「
超
過
死
亡
」
の
内
訳

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

直
接
死
亡
者
数
が
多
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
心
不
全
、
脳
卒
中
な

ど
の
循
環
器
疾
患
が
９
０
０
０
人
増

加
し
て
い
て
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
の

運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
の
増
加
な
ど

に
よ
る
健
康
状
態
の
悪
化
、
受
診
控

え
の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
人

口
動
態
調
査
に
よ
る
と
、
22
年
７
月

ま
で
の
自
殺
者
数
は
１
万
２
０
０
０

人
で
前
年
同
期
よ
り
１
４
０
０
人
増

加
し
て
い
ま
し
た
。
近
年
は
全
国
的

に
取
り
組
ま
れ
た
自
殺
予
防
対
策
に

よ
り
、
自
殺
者
の
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
女
性
の

自
殺
が
目
立
ち
ま
す
。
飲
食
、
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
女
性
が
多
い
非
正
規
労

働
者
の
雇
用
環
境
の
悪
化
が
要
因
と

見
ら
れ
ま
す
。

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
の
増
加

は
、
21
年
は
ま
だ
わ
ず
か
で
す
が
、

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、
全
国
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

が
ん
登
録
の
数
が
20
年
は
前
年
よ
り

約
６
万
件
減
少
し
、
こ
れ
は
統
計
を

取
り
始
め
た
07
年
以
来
初
め
て
の
出

来
事
で
し
た
。
な
か
で
も
、
自
覚
症

状
の
な
い
初
期
段
階
の
患
者
が
大
幅

に
減
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

健
診
や
受
診
が
減
っ
た
影
響
と
見
ら

れ
、
22
年
以
降
、
進
行
し
た
状
態
で

見
つ
か
る
と
死
亡
数
が
更
に
増
え
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
後
の
時
代
を
見
据
え
て
、

感
染
対
策
だ
け
で
な
く
、一
般
診
療
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
健
診
、
生
活
相

談
な
ど
の
活
動
に
更
に
力
を
入
れ
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

組
合
員
に
依
拠
し
た
医
療

　
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
私
ど
も
の
強
み
は
、
組
合

員
に
依
拠
し
た
医
療
活
動
、
保
健
予

防
活
動
を
展
開
で
き
る
こ
と
で
、
今

回
も
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
何
回
も
助

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
津
軽
保
健
生
協
創
立
70
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
後
は
、
感
染

に
留
意
し
つ
つ
、今
ま
で
制
限
さ
れ

て
い
た
班
会
を
は
じ
め
と
し
た
生
協

の
各
種
活
動
を
少
し
ず
つ
拡
大
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
感
染
予
防
が
第
一
で
す
が
、
組
合

員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
借
り

て
、
改
め
て
、
一
層
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
97
回
通
常
総
代
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

生
協
会
館
に
サ
テ
ラ
イ
ト 

ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

設
置
を
展
望
！

生
協
会
館
に
サ
テ
ラ
イ
ト 

ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

設
置
を
展
望
！

創
立
70
周
年
記
念
事
業 

秋
に
実
施

創
立
70
周
年
記
念
事
業 

秋
に
実
施

津
軽

保
健
津
軽

保
健 祝

ご
あ
い
さ
つ

理事長
安田　 肇

2022年度　第97回通常総代会開催　６月 17日、弘前市のフォルトーナ
にて第 97回通常総代会が開催されま
した。
　新型コロナウイルス対策により出席
総代を 98名に絞り、理事は 36名、
監事は４名の出席。理事会より５つの
議案が提案され、活発な討議ののち、
すべて賛成多数で可決されました。
　続いて第１回理事会が開催され、理
事長に伊藤真弘医師（新）、副理事長
に竹内一仁医師（新）と関谷修医師
（新）、専務理事に村上渡（留）、常務

理事に角田尚樹（新）が選任されまし
た。伊藤・新理事長より「津軽保健生
協はあたまに “健生” がつく事業所が
多く、この地域の中で “健生” を大き
く育てていこうという先人や組合員の
強い思いが感じられる。健康に関わる
こともそうでないことも、“困ったら
健生” という信頼を勝ち得ようと事業
を進めてきた。今後もそのスタンスを
守りながら、発生している矛盾や課題
の解決に向けて努力していきたい。」
とあいさつが述べられました。

総
代
会
特
集

総
代
会
特
集

☆組織の概況（5月31日現在）　組合員総数　5万2537人（5月の新加入者95人）　出資金総額　15億6790万8100円（1人平均　2万9844円）

　
本
日
は
総
代
会
に
ご
出
席
い
た

だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に
対
応
し
、
組
合
員
、
役
・
職
員
の
力
を
結
集
し
て

い
の
ち
を
守
る
医
療
・
介
護
事
業
の
継
続
・
発
展
に
努
め
よ
う

一　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
に
断
固
抗
議
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
支
援
を
行
い
、
平
和
で
公
正
な
世
界
を
実
現
さ
せ
よ
う

一　

軍
備
増
強
、
憲
法
の
改
悪
を
許
さ
ず
、
人
権
と
民
主
主
義
が
輝
く
、
平
和
な

日
本
を
築
い
て
い
こ
う

一　

憲
法
二
五
条
が
保
障
し
て
い
る
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
追
求
し
、
社
会
保

障
制
度
を
充
実
さ
せ
る
運
動
を
さ
ら
に
強
め
て
い
こ
う

一　
医
療
福
祉
生
協
連
の
「
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
い
の
ち
と
く
ら

し
を
守
る
活
動
を
推
進
し
よ
う

一　
専
門
職
の
確
保
と
育
成
を
進
め
、
事
業
の
発
展
を
追
求
し
よ
う

一　

創
立
70
年
の
歴
史
に
確
信
を
持
ち
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
、
生
協
組

織
を
強
く
、
大
き
く
し
て
い
こ
う
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2021年度 組合員活動 まとめ
　2021年度も新型コロナウイルスの感染拡大により、通常の活動
が困難の中、各支部ではコロナ禍でもできる組合員活動を模索し、
書き替えの訪問、出資金集め、たまり場の再開、バスレクなどを感
染対策を講じて行いました。生協活動の基礎となる班会は、コロナ
禍前は年間1,000回以上行われていましたが、2020年度は537
回に減少、2021年度は652回と少しずつではありますが回数が増
加しました。
　東中支部は四課題全てを達成し、鶴田・五所川原・中里・鯵ヶ沢・
深浦岩崎支部の５支部が３課題を達成しました。

四課題の取り組み
①仲間ふやし　　10支部が目標達成しました。

年間目標 達成（達成比） 前年比
2,500人 1,326人（53.0％） 101.0％
総組合員数（21年度末） 52,414人

②出資増資ふやし　15支部、２事業所が目標達成しました。
年間目標 達成（達成比） 前年比
1.5億円 8,990万円（59.9％） 83.8％
出資金総額（21年度末） 15億5,901万円

③班づくり　　　２支部が目標達成しました。

年間目標 達成（達成比） 前年比
74班 ５班（6.7％） 125.0％

④担い手づくり　　
年間目標 達成（達成比） 前年比
273人 233人（85.3％） 112.0％

　秋の全国統一月間と秋以外に支部が独自に２ヵ月の月間を設定で
きるように方針化しました。秋の月間は感染状況が落ち着いていた
ため、２年ぶりに取り組みました。冬期間に設定した支部は、感染
拡大により中止となりました。

生協強化月間の取り組み

　健康チャレンジは、学校・団体の取り組みが広がり、1,800人
の目標に対して2,646人の申し込みがありました。健康習慣と健
康意識が地域に広まりました。
　自治体との懇談は、コロナ対応の影響のなか15自治体中５自治
体との懇談を実現しました。

地域まるごと健康づくり活動

2022年度 組合員活動 方針
　「2030年ビジョン」（日本医療福祉生協連合会）のメインテーマ
「誰もが健康で居心地よくくらせるまちづくりへの挑戦」の実践と
当生協の組織力を生かし、「ひとりぼっち」の組合員を作らない、
「困った」に寄り添いながら、誰もが健康で平和に暮らせるまちづ
くりに取り組みます。また、活動の基礎となる班会、支部行事の再
開を追求して、出資金ふやしにつなげます。
１　生協四課題の達成を追求しましょう
　　　①仲間ふやし　　2,500人（支部900人、事業所1,600人）
　　　②出資増資ふやし　　　 1.5億円
　　　③班づくり　　　74班（１支部２班）
　　　④担い手づくり　370人（１支部10人）
２　居場所（たまり場）づくりで安心づくりを広げましょう。
３　健康チャレンジに取り組みます。
４　支部が抱えている課題を解決し活動を広げます。
５　住所不明組合員を増やさない取り組みをします。
６　創立70周年記念プレ企画を各支部で取り組みます。

経営活動および予算方針
１　�健生エリアは新型コロナウイルス対策の中核を担いながら、弘

前総合医療センターとの両翼で、二次救急を含む医療需要に応
えます。医療やサポートが必要な人に届けられるよう、病院内
外の活動を充実させながら経営目標達成を目指します。

２　�藤代健生病院は重点医療機関としての役割を果たしつつ、経営
目標達成を目指します。今後の精神科医療の展開や情勢、医師
確保・養成の状況を見定めながら施設の建て替えを検討してい
きます。

３　�各診療所は安心・安全の外来診療提供に努め、健診・予防接種
で地域貢献します。利用者数の維持・増加に努め、経営目標達
成を目指します。

４　�介護事業は法人内外の事業所と連携を強化して利用者の安定確
保を目指し、介護度が高い利用者を積極的に受け入れて需要に
応えます。

５　�2022年度予算編成は８億円の資金獲得を目指して取り組み
ました。８億円の内訳は長期借入金返済４億円、組合債返済
0.9億円、設備更新・投資2.5億円、退職金資金0.6億円で
す。しかし予算では獲得資金7.3億円の到達となり目標に届
きませんでした。経常剰余は0.4億円、当期剰余は0.1億円
の予算到達です。実績で目標の資金を獲得できるようすべての
事業所が奮闘します。

2022年度 経営活動 方針

１　�新型コロナウイルスの感染対策を再点検し、クラスターを発生
させないように危機管理体制を維持していきます。医療・介護・
福祉活動の継続・発展で受療権を守ります。

２　憲法、平和、社会保障、いのちとくらしを守る運動を進めます。
３　�医療福祉生協の４つの重点課題とSDGsの学びを深めながら、

生協運動・組合員運動に確信を持ち、誰一人取り残さない社会
の実現を目指します。

４　各支部役員および地域活動家の後継者育成に向けて行動します。
５　医師確保・養成の成功および経営幹部の育成を進めていきます。

重要課題

　健生クリニックの診療機能を分離し、津軽保健生協会館（弘前市
野田）にサテライトクリニックを開設して、安定した症状で慢性疾
患管理となっている患者などが利用できるよう計画を進めます。３
診療所はいずれも老朽化が進んでおり、将来構想プロジェクトを立
ち上げて地域における存在意義や診療所長を担う医師養成について
討議し、基本方針をまとめていきます。

津軽保健生協の診療所について

創立70周年記念事業
　コロナ感染対策に留意しながら、記念式典、記念パネルディスカッ
ション、各支部のプレ企画、特別増資キャンペーンに取り組みます。

2021年度 経営活動 まとめ
　事業収益は101.2億円となり、予算を2.9億円下回り、前年実績
を2.8億円上回りました。事業費用は110.1億円となり、予算を
1.2億円上回り、前年実績を3.3億円上回りました。経常剰余は
4.4億円となり、予算を5.7億円上回りました。新型コロナウイル
スへ対応して得られた補助金が大きな効果となりました。当期剰余
金は5.5億円となり、予算を6.7億円上回りました。累積欠損金は
▲4.9億円となり、２年連続で欠損金が減少しました。累積欠損を
解消するためには黒字を積み上げる必要があり、新型コロナ関連補
助金が無くても黒字を生み出すことができる経営力を確立すること
が重要です。
　純資産は10.6億円となり、自己資本比率は7.7％となって前年
度の4.1％から増加しました。しかし医療福祉生協連の自己資本比
率目標30%とは大きな開きがあります。黒字確保と出資金純増の
両方で自己資本比率向上を目指し、職員・組合員で経営改善を推進
していきます。

（単位：百万円）事業収益

2016年度 2017年度 2018年度
9,476
9,643

9,740
9,753

9,725
9,767

2019年度 2020年度
10,256
10,407

10,735
9,840

2021年度
10,413
10,119

予算
実績実績実績

10,000

11,000

9,000

8,000



総代会 特集総代会 特集第第716716号　号　20222022年７月１日年７月１日（（金金））（（33）） 健　　　康健　　　康

そ
れ
を
大
き
く
超
え
る
達
成
が
あ
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
２
５
０
０
人
に
目
標

を
設
定
。
支
部
で
は
、
班
会
で
の
取
り

組
み
や
学
校
、
各
企
業
、
団
体
に
も
協

力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
班
員
さ
ん

の
家
族
や
地
域
の
組
合
員
に
も
さ
ら
に

広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回　

答 

「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」、
今
年

は
２
５
０
０
人
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
職
員
や
そ
の
家
族
も

含
め
て
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

浅
利　
直
志
（
常
盤
支
部
）

ご
発
言 

支
部
役
員
、
後
継
者
の
育
成

に
つ
い
て
、
私
見
で
す
が
、
支
部
と
地

域
の
職
員
と
の
連
携
、
他
生
協
と
の
連

携
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回　

答 

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

職
員
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
生

協
活
動
に
参
加
す
る
取
り
組
み
や
、
他

の
生
協
と
連
携
す
る
こ
と
は
有
効
な
手

立
て
で
す
。
各
支
部
の
実
態
に
応
じ
て

後
継
者
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

工
藤
美
代
子　
総
代
（
時
敏
支
部
）

ご
発
言 

サ
テ
ラ
イ

ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
早

期
に
、
と
い
う
こ
と

で
発
言
し
ま
す
。
健

生
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
本
当
に
混
ん
で
い
ま

総
代
の
主
な
発
言
と
回
答
の
要
旨

新
任
理
事
・
監
事
紹
介�

敬
称
略

齋
藤　
義
雄　
総
代
（
和
徳
支
部
）

ご
発
言 

患
者
に
寄

り
添
う
の
が
病
院
の

役
割
で
す
。
草
花
の

病
人
へ
の
癒
し
効
果

は
抜
群
。
当
院
の
玄
関
周
り
の
植
え
込

み
が
、
あ
ま
り
に
も
粗
末
で
す
。
70
年

目
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
玄
関
周
り

の
植
え
込
み
の
工
夫
が
必
要
で
す
。
こ

れ
は
各
事
業
所
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
。

回　

答 

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
内
外
の
草
花
、
花
壇
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

浅
利　
直
志　
総
代
（
常
盤
支
部
）

ご
発
言 

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の

中
で
、
職
員
が
最
大

の
努
力
を
し
て
き
た

こ
と
に
、
私
ど
も
組
合
員
は
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
質
問
の
一
つ
目
は
、

救
急
車
受
け
入
れ
数
が
１
．
５
倍
に
な

り
地
域
医
療
の
停
滞
を
防
い
だ
と
の
こ

と
で
す
が
、
今
後
の
医
師
体
制
を
含
め

て
こ
の
ま
ま
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。
二
つ
目
は
、
議
案

書
に
「
医
師
体
制
の
悪
化
で
開
業
医
へ

の
紹
介
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
の
医
療
活
動
だ
っ
た
」
と
あ
り
ま

す
が
、
対
応
が
事
務
的
な
も
の
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回　

答 

昨
年
度
は
２
５
０
０
件
を
超

え
る
救
急
車
を
受
け
入
れ
し
て
従
来
の

１
．
５
倍
に
な
り
ま
し
た
。
弘
前
市
立

病
院
の
廃
止
や
、
年
度
末
に
国
立
病
院

が
移
転
に
伴
っ
て
救
急
受
け
入
れ
を
停

止
し
た
影
響
に
よ
り
件
数
が
伸
び
ま
し

た
。
４
月
以
降
も
従
来
よ
り
多
い
救
急

車
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
需

要
に
応
え
き
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
研
修
医
が
18
名
在
籍
し
て
お

り
、
将
来
的
に
そ
の
中
か
ら
救
急
を
担

第
１
号
議
案

第
１
号
議
案

う
医
師
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
な

が
ら
、
今
後
も
地
域
医
療
を
守
っ
て
い

き
ま
す
。

　
呼
吸
器
内
科
を
専
門
と
し
て
い
る
内

科
医
師
の
退
職
に
よ
り
、
専
門
治
療
を

引
き
継
げ
る
医
師
が
お
ら
ず
紹
介
す
る

事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
整
形
外
科

の
医
師
の
退
職
に
よ
り
、
救
急
か
ら
の

入
院
治
療
や
手
術
へ
の
対
応
と
の
両
立

が
難
し
く
、
紹
介
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

高
松　
利
昌　
総
代
（
和
徳
支
部
）

ご
発
言 

私
は
「
弘

前
市
の
介
護
保
険
を

よ
く
す
る
会
」
で
事

務
局
長
を
担
っ
て
い

ま
す
。
弘
前
市
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
業
委

託
費
が
昨
年
度
７
０
０
万
円
ほ
ど
増
額

に
な
り
ま
し
た
。
当
会
が
他
自
治
体
の

調
査
を
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
市
へ

申
し
入
れ
を
行
っ
た
こ
と
が
市
を
動
か

す
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
介

護
保
険
に
つ
い
て
市
と
懇
談
し
た
結

果
、
所
得
段
階
を
９
段
階
か
ら
13
段
階

に
増
や
し
て
負
担
料
の
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
き
や

取
り
組
み
で
行
政
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
た
事
例
で
す
。

　
国
は
社
会
保
障
費
削
減
を
露
骨
に
推

進
し
て
い
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
負

担
の
改
悪
、
年
金
引
き
下
げ
、
物
価
上

昇
、
大
軍
拡
。
こ
う
い
う
情
勢
を
生
協

組
合
員
と
し
て
許
し
て
よ
い
の
か
、
と

い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
に
訴
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

高
橋　
佳
孝　
総
代
（
五
所
川
原
支
部
）

ご
発
言 

藤
代
健
生

病
院
の
建
て
替
え
を

含
む
「
第
５
次
中
長

期
計
画
」
に
期
待
し

ま
す
。
し
か
し
、
繰
越
剰
余
金
が
▲
10

億
円
余
か
ら
▲
４
．
８
億
円
と
な
っ
た

こ
と
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

早
急
に
損
失
金
を
解
消
し
て
黒
字
化
す

べ
き
で
す
。
大
き
な
計
画
の
た
め
に
は

自
己
資
本
比
率
の
改
善
が
必
要
で
あ

り
、
黒
字
体
質
経
営
の
確
立
を
急
い
で

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
回
収
で
き
て

い
な
い
未
収
金
の
内
容
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

回　

答 

自
己
資
本
比
率
の
改
善
に
つ

い
て
は
議
案
書
に
も
「
黒
字
確
保
と
出

資
金
純
増
の
両
方
で
」
と
記
し
て
あ
る

通
り
で
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
が
必
要

で
す
。
負
担
金
未
収
金
に
つ
い
て
は
、

３
月
31
日
時
点
を
切
り
取
る
と
１
．
１

億
円
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の

８
千
万
円
は
発
生
と
回
収
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
。
動
か
な
い
未
収
金
は
３
千

万
円
ほ
ど
で
約
３
０
０
件
あ
り
ま
す
。

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
方
や
、
入
退
院

を
繰
り
返
し
て
い
る
方
も
お
り
、
患
者

の
受
療
権
を
守
り
な
が
ら
個
別
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

［
補
足
報
告
］

　
先
日
、
当
生
協
の
労
働
組
合
が
ス
ト

ラ
イ
キ
を
実
施
し
た
こ
と
が
新
聞
等
で

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
心
配
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
後
の
労
使
交
渉
で
妥
結
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。

　
も
う
一
点
、
労
働
基
準
監
督
署
か
ら

是
正
勧
告
を
受
け
ま
し
た
。
内
容
は
、

割
増
賃
金
の
算
定
基
礎
に
入
れ
る
べ
き

手
当
が
入
っ
て
い
な
い
た
め
賃
金
規
程

を
改
定
す
る
こ
と
、
2
年
間
遡
っ
て
不

足
分
を
支
給
す
る
こ
と
、
と
い
う
こ
と

で
し
た
。第

２
号
議
案

第
２
号
議
案

森
岡　
陽
子　
総
代
（
大
成
支
部
）

ご
発
言 

健
康
維

持
・
増
進
の
一
環
と

し
て
の
「
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
の
取
り
組

み
は
、
１
８
０
０
人
の
目
標
に
対
し
、

す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
機
能
を
分
離
さ
せ

る
と
い
う
方
針
に
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。
軽
い
症
状
、
慢
性
疾
患
の
人
が

気
軽
に
利
用
で
き
、
待
ち
時
間
も
少
な

い
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
要
望
し
ま
す
。

回　

答 

サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
議
論
に
な
り

ま
す
。
い
た
だ
い
た
意
見
を
ふ
ま
え

て
、
医
師
体
制
な
ど
を
含
め
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

佐
々
木
義
仁　
総
代
（
黒
石
支
部
）

ご
発
言 

黒
石
診
療

所
で
は
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
技
師
の
不
在
が
続

い
て
い
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
、
早
い

時
期
の
配
置
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
実
施
し
た
訪
問
行
動
で
は
、
健
生
病

院
で
出
産
さ
れ
た
お
母
さ
ん
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
組
合
員
の
高
齢
化
に
対

し
、
こ
の
よ
う
な
若
い
世
代
に
も
組
合

員
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

回　

答 

レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
の
件
は
、

他
か
ら
も
同
様
の
要
望
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
募
集
を
し
て
い
き

ま
す
。
支
部
の
後
継
者
確
保
と
い
う
観

点
か
ら
も
産
婦
人
科
・
小
児
科
な
ど
を

巻
き
込
み
、
生
協
活
動
の
す
そ
野
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

退
任
理
事
紹
介�

敬
称
略

安
田　
　
肇

５
期
10
年

理
事
長　
４
期
８
年

副
理
事
長　
１
期
２
年

三
浦　
良
成

７
期
14
年

副
理
事
長　
１
期
２
年

専
務
理
事　
４
期
８
年

理
事　
２
期
４
年

田
中　
　
研

８
期
16
年

常
務
理
事　
７
期
14
年

理
事　
１
期
２
年

大
坪　
正
一

南
支
部

理
事　
２
期
４
年

小
山　
眞
文

時
敏
支
部

理
事　
８
期
16
年

木
村　
鐵
雄

文
京
支
部

理
事　
８
期
16
年

佐
原　
礼
子

三
大
支
部

理
事　
５
期
10
年

神　
　
昭
男

北
支
部

理
事　
２
期
４
年

二
川
原　
一

大
鰐
・
碇
ヶ
関
支
部

理
事　
８
期
16
年

奥
瀬　
昭
彦

五
所
川
原
診
療
所
事
務
長

理
事佐

藤　
衆
一

健
生
病
院
副
院
長

理
事對

馬　
　
圭

法
人
技
術
委
員
会
委
員
長

健
生
病
院
技
術
部
長

理
事齊

藤　
恒
夫

時
敏
支
部

理
事野

月　
崇
博

三
大
支
部

理
事野

呂　
幸
市

金
木
支
部

理
事藤

田　
伴
之

元
総
務
部
長

元
理
事

監
事
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表
彰
の
部
一
覧

⑴
班
会
開
催
の
部

❶
３
年
連
続
指※
標
班
と
し
て
班
会

を
開
催
し
た
班

　
四
中
り
ん
ご
支
部
：
美
欧
羅
班

　
東
中
支
部
：
弥
生
班

　
板
柳
支
部
：
生
き
生
き
班

❷
５
年
連
続
指
標
班
と
し
て
班
会

を
開
催
し
た
班

　
河
西
支
部
：
色
吉
班

　
　
　
　
　
　
　
　

若
菜
班

　
下
町
支
部
：
よ
つ
ば
班

　
三
大
支
部
：
こ
と
り
班

　
四
中
り
ん
ご
支
部
：
す
ず
ら
ん
班

　
　
　
　
　
　
　
　

の
ど
か
班

　
相
馬
支
部
：
ぼ
た
ん
班

　
黒
石
支
部
：
コ
ス
モ
ス
班

　
大
鰐
碇
ヶ
関
支
部
：
あ
お
ぞ
ら
班

　
　
　
　
　
　
　
　

花
桃
班

⑵
総
代
・
支
部
役
員
・
担

い
手
と
し
て
活
動
し
５

年
を
経
た
組
合
員

時
敏
支
部
：
４
名

和
徳
支
部
：
15
名

北
東
支
部
：
２
名

河
西
支
部
：
７
名

下
町
支
部
：
11
名

大
成
支
部
：
４
名

三
大
支
部
：
２
名

文
京
支
部
：
５
名

四
中
さ
く
ら
支
部
：
２
名

四
中
り
ん
ご
支
部
：
５
名

五
中
支
部
：
３
名

東
中
支
部
：
４
名

南

支

部
：
４
名

南
石
川
支
部
：
５
名

北

支

部
：
１
名

岩
木
支
部
：
１
名

相
馬
支
部
：
１
名

目
屋
支
部
：
１
名

黒
石
支
部
：
11
名

尾
上
支
部
：
１
名

田
舎
館
支
部
：
２
名

平
賀
支
部
：
８
名

大
鰐
碇
ヶ
関
支
部
：
４
名

浪
岡
支
部
：
３
名

常
盤
支
部
：
４
名

藤
崎
支
部
：
２
名

板
柳
支
部
：
14
名

※
指
標
班
と
は

①
班
長
が
選
出
さ
れ
て
い
る

②
機
関
紙
が
配
布
さ
れ
て
い
る

③
年
３
回
以
上
班
会
を
開
い

て
い
る

④
全
国
四
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
る

　

北
東
支
部
：
工
藤　

恵
子

　

河
西
支
部
：
鈴
木　
　

充
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　

古
川　
　

晃

　

下
町
支
部
：
乗
田
光
出
子

　

四
中
り
ん
ご
支
部
：
斉
藤　

正
俊

　
　
　
　
　
　
　
　

齊
藤　

麗
子

　

岩
木
支
部
：
鶴
ヶ
谷
む
つ
子
（
故
人
）

　

目
屋
支
部
：
佐
藤　

テ
ル

生
協
活
動
に
貢
献
し
た
総
代
・
支
部
役
員
・
担
い
手
で

第
一
線
か
ら
退
い
た
組
合
員
を
紹
介
し
ま
す　

尾
上
支
部
：
小
田
切
正
子

　

大
鰐
碇
ヶ
関
支
部
：
原
子　

康
夫
（
故
人
）

　

常
盤
支
部
：
齋
藤　

修
藏
（
故
人
）

　

金
木
支
部
：
黒
川　

節
子

　
　
　
　
　
　
　
　

中
谷
り
つ
え
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　

原
田　

富
枝

　
　
　
　
　
　
　
　

原
田　

明
子

　

小
泊
支
部
：
高
杉　

弘
子
（
故
人
）

五
所
川
原
支
部
：
３
名

金
木
支
部
：
２
名

中
里
支
部
：
２
名

木
造
新
田
支
部
：
５
名

�

計
１
３
８
名

⑶
特
別
表
彰
の
部

❶
四
課
題
中
、
３
課
題
以
上

を
達
成
し
た
支
部

東
中
支
部
／
鶴
田
支
部
／

五
所
川
原
支
部
／
中
里
支

部
／
鯵
ヶ
沢
支
部
／
深
浦

岩
崎
支
部

❷
新
聞
配
布
者
を
10
名
以
上

増
や
し
た
支
部

南
支
部

応
募
方
法

１
笑
い
を
誘
う
よ
う
な
テ
ー
マ
の

演
劇
。
コ
メ
デ
ィ

４
土
俵
に
上
が
っ
た
お
相
撲
さ
ん

が
必
ず
や
る
こ
と
。
―
―
を
踏

む
５
夜
空
を
横
切
る
よ
う
に
流
れ
る

光
の
帯

６
か
た
い
皮
膚
と
鼻
の
上
の
大
き

な
ツ
ノ
が
特
徴
的

７
こ
れ
に
酢
飯
を
詰
め
た
ら
い
な

り
寿
司
。
―
―
―
揚
げ

２
精
米
す
る
前
の
状
態

３
赤
飯
の
よ
う
に
、
も

ち
米
を
蒸
し
た
り
炊

い
た
り
し
て
作
る
料

理
４
大
学
の
中
で
も
歯
科

医
を
目
指
し
て
勉
強

す
る
と
こ
ろ

５
海
や
川
で
も
足
が
つ

く
く
ら
い
の
深
さ
の

場
所

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

 

 

7

4

 

3

《ヒント》（４文字）
浴衣にも描かれる

第
715
号
（
6
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
＝
桜
桃
」

1

5

6

2

7

4

3

サ

モ
ナ
カ

ソ
プ
ラ
ノ

リ

イ

ク

カ
ナ
ボ
ウ

ア
ン
キ

キ
▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

（
答
え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
7
月
20
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　
Ｅ
メ
ー
ル

�
kenkou@

tsugaru-health.coop

（
弘
　
前
　
市
）
　
木
村
　
美
穂

工
藤
　
和
子

山
本
優
美
子

（
青
　
森
　
市
）
　
中
畑
　
　
誠

（
黒
　
石
　
市
）
　
大
矢
　
順
子

今
　
真
貴
子

（
平
　
川
　
市
）
　
中
村
　
真
菜

（
五
所
川
原
市
）
　
渋
谷
る
り
子

（
藤
　
崎
　
町
）
　
工
藤
恵
美
子

（
中
　
泊
　
町
）
　
宮
越
　
忠
正

　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

　
６
月
１
日
午
後
、
生
協
会

館
２
階
ホ
ー
ル
で
拡
大
支
部

運
営
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
前
半
は
、
村
上
専
務
か

ら
第
97
回
総
代
会
議
案
の
説

明
を
受
け
、
参
加
者
か
ら
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
の
医
療
・
経

営
活
動
、
地
域
連
携
、
今
後

の
医
療
活
動
方
針
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
そ
咲
き
班
ス
タ
ー
ト

　
拡
大
支
部
運
営
会
議
を
開
催

新
班
紹
介

６
／
１

　
お
そ
咲
き
班
は
２
０
２
２

年
度
に
入
っ
て
す
ぐ
発
足

し
、
早
速
４
月
か
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。
班
名
は
、
年
齢

を
重
ね
て
も
気
づ
い
て
活
動

す
る
こ
と
、
遅
く
に
立
ち
上

げ
た
こ
と
か
ら
、
お
そ
咲
き

班
と
し
ま
し
た
。
現
在
班
員

は
４
名
で
、
土
曜
日
に
自
主

班
会
を
し
て
い
ま
す
。
班
会

で
は
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、

感
じ
た
事
柄
な
ど
を
話
し
合

い
な
が
ら
自
分
や
家
族
、
地

域
へ
の
関
わ
り
方
を
積
極
的

に
学
び
活
動
し
て
い
き
た
い

　
後
半
は
、６
月
11
日
に
つ

が
る
地
球
村
で
予
定
さ
れ
て

い
る
支
部
総
会
や
６
～
７
月

の
地
域
訪
問
行
動
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
も
減

少
傾
向
に
あ
り
、
少
し
ず
つ

活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
。

�

（
事
務
局
長　
藤
原
竹
二
）

と
思
い
ま
す
。
気
負
わ
ず
運

動
を
取
り
入
れ
、
勉
強
で
頭

を
使
う
こ
と
も
班
会
の
方
針

と
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
の
班
会
で
は
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
中

央
弘
前
駅
周
辺
を
出
発
し
て

五
重
塔
脇
を
通
り
、
新
寺
町

の
広
場
で
休
憩
、
そ
の
後
来

た
道
を
戻
る
コ
ー
ス
で
す
。

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
１

時
間
30
分
程
度
か
け
て
ゆ
っ

く
り
と
歩
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
い
う
よ
り
散
策
と
い
っ

た
趣
に
な
り
ま
し
た
。
途
中

で
カ
ワ
セ
ミ
と
の
出
会
い
も

あ
り
、
会
話
も
弾
む
楽
し
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
班
長　
森
岡
陽
子
）

大
成
支
部

北
東
支
部
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５月 16日
文京支部　12名参加

５月 18日
東中支部　18名参加

各地各地でで支部総会支部総会をを 開催開催
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４ヵ月健診の
あかちゃんたちです

すくすくすくすく
エンジェルエンジェル
すくすく
エンジェル

種田　澪
りょう ま

優ちゃん
お兄ちゃんと仲良く遊んで、

大きくなってね！

須藤　一
い っ さ

朔ちゃん
産まれてきてくれてありがとう☺元
気いっぱいイケメン君になぁれ♡♡

工藤　叶
の あ

愛ちゃん
元気に大きくなってネ♡生ま
れてきてくれてありがとう！！

織田　詩
う い

依ちゃん
お兄ちゃんと仲良くね♡
すくすく育ってね♡

佐藤　叶
か の あ

乃和ちゃん
いっぱい笑って
元気に遊ぼう！！

葛西　一
か ず や

矢ちゃん
ニコニコ笑って、

元気に大きくなってね！！

塩谷　太
たいじ ゅ

寿ちゃん
元気にたくましく育ってね！
お姉ちゃんと仲よくしてね～♡

白取　叶
か い り

偉李ちゃん
笑顔で健康に育ってね♡

金田　麻
ま お

央ちゃん
仲よし兄弟で育ってね。

桑田　樹
き い

衣ちゃん
健康に育ってね。

荒木　柊
しゅう ま

麻ちゃん
いい子に育ってね汗

5 月 24日
中里支部総会　6名参加

5月 21日
和徳支部総会　26名参加

5月 18日
鶴田支部　12名参加

5月 31日
下町支部総会　26名参加

5月 25日
時敏支部総会　16名参加

5月 21日
板柳支部　18名参加 5月 20日

小泊支部総会　7名参加

各地各地でで支部総会支部総会をを 開催開催

創
立
70
周
年
記
念
企
画

「
健
生
病
院
・
津
軽
保
健
生
協
と
私
」❻

読
者
投
稿

あ
た
た
か
い
言
葉
掛
け

赤
垣
　
法
子
（
野
辺
地
町
）

頼
れ
る
、
食
事
も
う
ま
い
！

白
崎
　
優
子
（
目
屋
支
部
）

出
産
時
の
思
い
出
と
感
謝

工
藤
　
文
子
（
浪
岡
支
部
）

　

実
家
が
弘
前
に
あ
っ
た

頃
、
て
ん
か
ん
発
作
で
ぐ
っ

た
り
し
た
息
子
が
何
度
も
お

世
話
に
な
っ
た
健
生
病
院
。

　
深
夜
で
も
、
早
朝
で
も
、

休
み
の
日
で
も
、
い
つ
で
も

対
応
し
て
い
た
だ
き
、
不
安

な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
の
私

に
も
あ
た
た
か
い
言
葉
を
か

け
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆

　
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
他
院

か
ら
逃
げ
帰
り
ま
し
た
。
小

学
時
代
か
ら
知
っ
て
い
る
産

婦
人
科
医
を
頼
り
、
健
生
病

院
に
来
ま
し
た
。
彼
女
が
こ

の
病
院
に
い
る
。
医
師
と
し

　
14
年
前
の
６
月
、
胎
盤
早

期
剥
離
で
娘
を
出
産
し
（
健

生
で
手
術
し
ま
し
た
）
子
育

て
も
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

　
あ
の
時
、
無
事
に
出
産
で

き
た
の
も
健
生
病
院
の
方
々

の
お
か
げ
で
す
。

さ
ん
…
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
院
内
あ
ち
こ
ち
に
こ
ぎ
ん

刺
し
モ
チ
ー
フ
が
あ
っ
て
オ

シ
ャ
レ
で
キ
レ
イ
！！　
病
棟

に
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
が
あ

る
の
も
助
か
り
ま
す
。
健
生

病
院
、
大
好
き
で
す
！！

て
活
躍
し
て
患
者
さ
ん
に
頼

ら
れ
て
い
る
。
私
は
す
ご
く

安
心
し
て
入
退
院
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
健
生
は
、
病
院
食

が
う
ま
い
！！　
特
に
味
噌
味

の
魚
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。
イ

チ
ゴ
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
ま
で

有
難
う
。

新
理
事
長
に
　
健
生
病
院
院
長

新
理
事
長
に
　
健
生
病
院
院
長

伊
藤
真
弘

伊
藤
真
弘
氏氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

が
選
出
さ
れ
ま
し
た

5 月 27日
深浦岩崎支部総会　20名参加

新理事長のあいさつ

副
理
事
長
　

竹
内
一
仁
　
健
生
病
院
副
院
長（
新
任
）

専
務
理
事
　

村
上
　
渡
　
理
事（
留
任
）

常
務
理
事
　

角
田
　
尚
樹
　
理
事（
新
任
）

副
理
事
長
　

関
谷
　
修
　
藤
代
健
生
病
院
院
長（
新
任
）
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2022 年 4月、津軽保健生協は 10
名の新卒医師（初期研修医）を迎え
ました。
昔話で申し訳ありませんが、私は
1982年の入職です。この時期、1980
年から 3年間、研修医がまとまって
入職しました。1980年は精神科の牧
口幸一医師、病理科の蝦名義仁医師
を始め 7名、1981 年は外科の長谷
良志男医師、整形外科、リハ科の森
永伊昭医師を始め8名、1982年が6
名でした。こうした医師のうちのか
なりの部分が、2年間の初期研修後
も津軽保健に定着し、それまでなかっ
た小児科、産婦人科の開設を担う医
師、大学からの派遣医師が診療の中
心であった外科、整形外科を担う医
師、内科の専門分野を深めて、そう
した分野を担う医師というように役
割分担しました。そして、それぞれ、
弘前大学医学部付属病院と関連病院、
全国の進んだ民医連の病院、内科領
域の専門分野で全国的にトップレベ
ルの病院に研修にでかけました。
1987 年 11 月、それまで内科各
病棟に分散していた人工呼吸器装着
患者に代表される重症患者を、一つ
の病棟にまとめて集中的に治療する
ICU（集中治療）病棟が開設されま
した。初代の医長は 1982 年卒の水
嶋和彦医師で、神戸市立中央市民病
院と京都民医連上京病院での循環器
内科、人工透析の研修を受けた上で

の診療開始でした。急性腎不全や敗
血症に対する血液浄化療法が初めて
導入されました。ICU病棟が開設さ
れたことによって、急性期治療に関
わる看護スタッフのレベルが飛躍的
に向上し、その後の臨床工学科開設
につながりました。
1988 年 4 月産婦人科、小児科が

開設されました。産婦人科は、弘前
大学医学部講師の野村雪光医師と、
1981 年卒で、産婦人科開設を見据
えて卒業直後から弘前大学で研修し
ていた平岡友良医師によって、小児
科は東京、大阪など全国の民医連の
基幹病院小児科で研修した 1981 年
卒の土江敏明医師と、1982 年卒で
弘前大学医学部附属病院小児科とそ
の関連病院を中心に研修した安田す
み江医師によって開設されました。
産科領域での医療スタッフと患者と
の共有カルテの構築や、小児科での、
臨床心理士や保育士など多職種が関
与して発達支援に力点をおいた子育
て健診など、当時としては先駆的な
取り組みがなされ、現在でも継続さ
れています。
その後も、多くの若手医師が継続

して入職して私たちと仕事をしてく
れて現在に至っています。おかげ様
で、今年で津軽保健生活協同組合は
開設 70 年を迎えました。今年入職
した新しい力が育って、更に、新た
な展望が開ければと願っています。

理事長 安 田 　 肇

�

40 年 に お よ ぶ 振 り 返 り

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　
研
修
医
２
年
目
の
工
藤
珠

星
と
申
し
ま
す
。
昨
年
の
４

月
に
言
葉
と
し
て
文
章
と
し

て
、
多
く
の
方
に
ご
挨
拶
を

し
た
こ
と
が
つ
い
こ
の
間
の

こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
新
た
な
１
年

目
の
研
修
医
の
先
生
方
の
入

職
や
、
こ
の
よ
う
な
お
題
を

通
し
て
１
年
の
は
や
さ
に
驚

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
研
修
医
と
し
て
最
初
の
１

年
目
で
あ
り
、
社
会
人
と
し

て
も
最
初
の
１
年
目
で
あ
っ

た
昨
年
度
は
目
ま
ぐ
る
し

く
、
そ
の
日
そ
の
日
を
何
と

か
過
ご
し
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
右
も
左
も
わ
か
ら

ず
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族

と
し
て
来
院
さ
れ
る
方
々
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
先
生
方

に
支
え
ら
れ
多
く
の
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
な
が
ら
も
一
つ

一
つ
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
健
生
病
院
で
の
研
修
の
特

色
の
一
つ
と
し
て
、
班
会
に

参
加
し
地
域
の
方
々
と
交
流

で
き
る
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
度
は
幸
運
に
も

研
修
医
の
参
加
が
復
活
し
顔

合
わ
せ
以
降
に
も
現
在
３
年

目
に
な
っ
た
先
生
と
一
緒
に

　
こ
ん
に
ち
は
、
研
修
医
２

年
⽬
の
坪
井
康
裕
と
申
し
ま

す
。
研
修
医
は
１
－
２
カ
⽉

単
位
で
内
科
・
リ
ハ
ビ
リ

科
・
外
科
・
⼩
児
科
・
救
急

科
な
ど
様
々
な
科
を
ロ
ー
テ

ー
ト
し
ま
す
。
そ
の
中
で
⾮

２年目研修医
工藤　珠星 医師

２年目研修医
坪井　康裕 医師

班
会
に
何
度
か
お
邪
魔
を

大
き
な
気
づ
き
の
体
験
を

何
度
か
班
会
に
お
邪
魔
し

て
色
々
と
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、
血
圧

や
骨
密
度
測
定
に
も
参
加

し
た
り
で
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
で

残
念
な
が
ら
毎
月
と
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
参
加

で
き
た
こ
と
は
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　
１
年
間
研
修
を
し
て
、

様
々
な
疾
患
だ
け
で
な
く

様
々
な
背
景
も
抱
え
た
方

も
多
く
診
療
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
人
生
観
な
ど
一

人
ひ
と
り
の
方
が
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の

疾
患
に
は
こ
の
治
療
や
検

査
が
勧
め
ら
れ
る
と
い
う

も
の
は
あ
り
、
そ
れ
に
頼

る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

果
た
し
て
目
の
前
の
方
に

と
っ
て
は
そ
れ
が
適
切
な

の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る

日
々
で
す
。
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
判
断
に
迷
う
こ
と

も
変
わ
ら
ず
多
い
で
す
。

そ
の
度
に
ご
本
人
や
ご
家

族
、
色
々
な
職
種
の
方
、

先
生
方
に
助
け
て
頂
い
て

い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
こ

れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

常
に
多
く
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。
特
に
⾃
分
の
中
で
の
⼤

き
な
気
づ
き
を
以
下
の
と
お

り
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
精
神
科
の
患
者
さ
ん
は
幼

少
期
の
育
ち
が
原
因
で
、
精

神
疾
患
を
患
う
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
幼
少
期
に
愛
さ

れ
な
か
っ
た
経
験
、
孤
独
な

経
験
が
影
響
し
、
発
症
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

妄
想
・
幻
覚
が
現
れ
る
患
者

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

創立 70周年記念誌

　　　　内科夜間外来 終了
健生クリニック

　諸般の事情により、火曜日の内科夜間外来を 2022年7月26日
（火）をもって終了させていただきます。
　今後の診療につきましては、職員へお声がけください。大変ご
迷惑をおかけいたしますが、ご理解の程よろしくお願い致します。
ご不明な点は健生クリニック（0172-55-7707）へお問い合わせください。

医療を民衆の手に――医療を民衆の手に――
『津軽保健生活協同組合の70年『津軽保健生活協同組合の70年
（1952～2022）』（1952～2022）』
ご希望のみなさんには
500円でお分けいたします。
取り扱い先�《組織部》0172－35－8933

さ
ん
も
い
ま
す
。
そ
う
す
る

と
⼈
間
関
係
を
築
い
て
い
く

の
が
よ
り
困
難
に
な
り
、
よ

り
治
療
困
難
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
周
り
か
ら
は
不
審
者

扱
い
を
さ
れ
、
怖
が
ら
れ
て

し
ま
う
⽅
も
い
ま
す
。
精
神

医
療
者
側
か
ら
す
る
と
患
者

さ
ん
に
対
し
⼈
間
関
係
を
上

⼿
く
築
け
る
よ
う
⽀
援
し
た

い
気
持
ち
が
あ
る
⼀⽅

で
、

社
会
的
に
は
不
審
者
と
さ
れ

遠
ざ
け
ら
れ
る
⾵
潮
が
あ
り
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
な
か
な
か

埋
ま
ら
な
い
の
が
現
実
で
あ

る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
リ
ハ
ビ
リ
科
で
は
、
リ
ハ

ビ
リ
は
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
⽇
常
⽣
活

動
作
）
を
⾼
め
る
た
め
に
重

要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
⼊
院
な
ど
で
し
ば
ら

く
⾝
体
を
動
か
さ
な
い
で
い

る
と
、
⾝
体
機
能
が
低
下
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

⼊
院
患
者
さ
ん
に
対
し
て
⾝

体
を
動
か
す
リ
ハ
ビ
リ
を
⾏

い
、
⾝
体
機
能
低
下
を
防
ぎ

ま
す
。
特
に
、
⼤
腿
⾻
近
位

部
⾻
折
（
⾜
の
付
け
根
部
分

の
⾻
折
）
が
⾼
齢
⼥
性
に
多

い
の
で
す
が
、
⼿
術
直
後
に

は
ほ
と
ん
ど
歩
け
な
か
っ
た

⽅
が
２
週
間
後
に
は
多
く
歩

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
効
果
は
凄

い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
産
婦
⼈
科
で
は
、
ス
ム
ー

ズ
に
⾏
か
な
い
（
医
療
⾏
為

を
⾏
う
必
要
が
あ
る
）
お
産

が
多
く
て
驚
き
ま
し
た
。
お

産
中
に
胎
児
の
状
態
が
悪
化

し
て
し
ま
う
こ
と
や
胎
児
の

回
旋
異
常
が
あ
り
吸
引
分
娩

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
産

婦
⼈
科
医
療
が
な
か
っ
た

ら
、
お
産
の
段
階
で
胎
児
が

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

障
害
を
持
っ
て
⽣
ま
れ
る
⼦

供
が
か
な
り
多
く
な
っ
て
い

た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
産
婦
⼈
科
医
療
は

必
要
な
も
の
な
の
だ
な
と
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

お知らせ
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「
有
り
難
さ
」
を
振
り
返
っ
て

　
こ
ん
に
ち
は
。
研
修
医
2

年
目
に
な
り
ま
し
た
、
岩
橋

春
佳
で
す
。
い
つ
の
間
に
か

健
生
病
院
に
入
職
し
て
1

年
、
津
軽
の
地
を
初
め
て
訪

れ
て
か
ら
3
年
が
経
っ
て
い

ま
し
た
。
い
や
は
や
早
い
も

の
で
す
。
普
段
は
移
り
行
く

診
療
科
に
追
わ
れ
、
怒
涛
の

よ
う
に
押
し
寄
せ
る
救
急
車

に
追
わ
れ
、
自
分
の
来
し
方

を
顧
み
る
こ
と
が
な
か
な
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回

こ
の
寄
稿
を
機
会
と
し
て
、

こ
の
1
年
間
で
気
づ
い
た

「
有
り
難
さ
」
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

　
1
つ
目
は
、
自
分
が
大
き

な
病
気
・
怪
我
な
く
生
き
て

来
ら
れ
た
こ
と
の
有
り
難
さ

で
す
。
様
々
な
診
療
科
を
ロ

ー
テ
ー
ト
す
る
中
で
、
自
分

が
日
々
美
味
し
く
食
べ
る
こ

と
が
で
き
（
消
化
器
内
科
・

外
科
）、
毎
朝
の
運
動
が
不

自
由
な
く
で
き
る
（
整
形
外

科
）
の
は
、
ひ
と
え
に
健
康

あ
っ
て
こ
そ
な
の
だ
と
改
め

て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま

２年目研修医
岩橋　春佳 医師

た
、
子
供
の
こ
ろ
に
、
予
防

接
種
を
全
て
欠
か
さ
ず
行
い

そ
れ
ら
の
病
気
に
罹
ら
ず
に

今
ま
で
過
ご
せ
た
こ
と
（
小

児
科
）、
弟
と
遊
ん
で
い
て

火
傷
を
負
わ
せ
た
際
に
大
急

ぎ
で
病
院
に
駆
け
込
ん
だ
こ

と
（
救
急
科
）
を
ロ
ー
テ
ー

ト
中
に
思
い
出
し
、
病
院
に

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
家
族

と
、
当
時
診
療
し
て
く
だ
さ

っ
た
医
療
職
の
方
々
に
自
然

と
感
謝
の
思
い
が
湧
き
ま
し

た
。

　
2
つ
目
は
、
非
常
に
多
く

の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
働
け

て
い
る
こ
と
の
有
り
難
さ
で

す
。
上
級
医
の
先
生
方
は
、

公
私
と
も
ど
も
様
々
な
場
面

で
目
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
看
護
師
・
各
種
療
法
士

を
は
じ
め
と
す
る
医
療
ス
タ

ッ
フ
の
皆
様
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
知
識
や
手
技
で
日
々

の
診
療
を
助
け
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
は
そ
れ
ぞ
れ
「
症

例
」
と
し
て
学
び
を
下
さ
る

だ
け
で
な
く
、
彼
ら
が
元
気

に
な
っ
て
い
く
姿
が
私
に
も

活
力
を
く
れ
ま
す
。
ひ
た
す

ら
与
え
ら
れ
っ
ぱ
な
し
、
助

け
ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
あ
り
、

日
々
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

　
「
有
り
難
い
」
に
は
「
感

謝
し
た
い
」
の
ほ
か
、「
め

っ
た
に
な
く
貴
重
だ
」
と
い

う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

1
年
で
出
会
っ
た
皆
様
に

「
有
り
難
う
」
を
感
じ
つ

つ
、
引
き
続
き
精
進
し
て
参

り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

研
修
医
２
年
目
の
木
元　
建

と
申
し
ま
す
。
健
生
病
院
に

入
職
し
て
か
ら
早
１
年
が
た

ち
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

時
の
流
れ
の
速
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
目
ま
ぐ

る
し
く
病
院
の
状
況
も
そ
の

都
度
変
わ
り
、
対
応
し
な
が

ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
前
で
あ
れ
ば
同
僚
や
先
輩

　
こ
ん
に
ち
は
。
２
年
目
研

修
医
の
工
藤
甚
子
と
申
し
ま

す
。
健
生
病
院
に
入
職
し
て

早
く
も
１
年
が
経
ち
ま
し

た
。
こ
の
１
年
間
を
振
り
返

る
と
多
く
の
方
々
に
助
け
ら

れ
た
１
年
間
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
院
外

研
修
が
制
限
さ
れ
皆
様
と
お

２年目研修医
木元　建 医師

２年目研修医
工藤　甚子 医師

「
人
を
診
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

安
心
し
た
顔
を
見
て

方
と
飲
ん
で
い
ろ
ん
な
話
を

し
て
い
た
、
学
会
や
会
議
で

遠
方
に
行
っ
て
い
た
と
い
い

ま
す
が
、
学
生
の
頃
に
コ
ロ

ナ
は
始
ま
り
２
年
半
前
の
感

覚
な
ん
て
入
職
前
な
の
で
実

感
は
な
く
、
そ
ん
な
昔
の
こ

と
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、

今
の
方
が
性
に
合
っ
て
る
か

も
と
。

　
振
り
返
り
と
現
状
の
報
告

と
の
こ
と
で
、
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
去
年
の
４
月

は
医
者
の
同
期
以
外
の
人
よ

り
も
遅
い
社
会
人
一
年
目
と

し
て
、
基
本
的
な
ル
ー
ル
か

会
い
す
る
機
会
が
少
な
く
な

り
と
て
も
残
念
で
す
。
今
年

度
は
も
っ
と
多
く
の
方
々
と

交
流
出
来
た
ら
良
い
な
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
入
職
時
の
私
の
目
標
は
地

域
の
一
員
と
な
り
、
応
援
し

て
く
だ
さ
る
皆
様
の
期
待
に

応
え
る
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
１
年
間
を
振
り
返

る
と
指
導
医
の
先
生
や
看
護

師
な
ど
様
々
な
職
種
の
方
々

に
助
け
ら
れ
、
患
者
さ
ん
に

は
教
科
書
に
書
い
て
い
な
い

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
頂

く
ば
か
り
で
期
待
に
応
え
ら

ら
診
療
、
手
技
と
新
し
い
こ

と
を
常
に
吸
収
し
よ
う
と
仕

事
し
て
い
ま
し
た
。
吸
収
し

き
れ
ず
忘
れ
る
こ
と
も
多
く
、

ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
変
な
世
の
中
で
す
が
、
色

ん
な
こ
と
を
学
び
、
吸
収
し
、

実
践
で
き
る
場
を
与
え
て
く

れ
た
健
生
病
院
に
は
感
謝
し

た
い
で
す
。
４
月
か
ら
後
輩

が
10
人
入
っ
て
き
て
、
色
々

と
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

１
年
目
よ
り
も
職
場
に
慣
れ
、

や
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
独
力
で
出
来
る
こ
と

は
限
ら
れ
ま
す
。
２
年
目
の

目
標
と
し
て
独
力
で
自
信
を

も
っ
て
や
れ
る
こ
と
を
増
や

し
て
今
後
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

　
最
近
、
学
生
や
初
期
の
こ

ろ
は
出
来
て
い
た
、「
人
を

診
る
」
と
い
う
こ
と
が
疎
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
、
疾
患
に
目
が
行

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
執
筆
時
に
は
藤
代

健
生
病
院
で
精
神
科
の
研
修

中
で
あ
り
疾
患
ベ
ー
ス
で
考

え
る
と
す
ぐ
行
き
詰
ま
り
ま

す
。
患
者
の
社
会
的
背
景
、

気
質
、
生
い
立
ち
を
考
え
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
と
案
外

解
決
の
一
歩
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
今
一
度
、
疾

患
で
は
な
く
人
を
診
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
診
療
に

携
わ
っ
て
い
け
れ
ば
な
と
思

い
ま
す
。

れ
て
い
た
の
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
患
者
さ
ん
の

た
め
に
、
私
を
信
じ
て
下
さ

る
皆
様
の
た
め
に
自
分
が
出

来
る
こ
と
は
何
な
の
か
を

日
々
考
え
て
診
療
を
行
な
っ

て
い
る
つ
も
り
で
す
。
こ
の

１
年
間
研
修
を
行
い
、
悩
ま

さ
れ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

し
た
が
少
し
ず
つ
自
分
が
患

者
さ
ん
の
た
め
に
出
来
る
こ

と
も
増
え
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
安
心
し
た

顔
が
私
の
心
の
支
え
と
な
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
を

安
心
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
医

療
を
行
な
っ
て
い
け
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
春
か
ら
は
新
た
に
１
年
目

研
修
医
も
入
職
し
て
き
ま
し

た
。
教
え
ら
れ
る
立
場
だ
け

で
は
な
く
後
輩
を
教
え
る
立

場
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持

ち
、
主
体
性
を
持
っ
て
行
動

す
る
こ
と
が
今
年
度
の
新
た

な
目
標
で
す
。
研
修
医
と
い

う
立
場
に
甘
え
ず
、
自
立
出

来
る
よ
う
に
同
期
や
後
輩
と

と
も
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
頼
り
な

い
と
こ
ろ
も
多
く
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
方
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　５月22日、青森市眺望山自然
休養林において、青森県生活協同
組合連合会主催の『生協ふれあい
の森植樹祭』が行われました。当
日は組合員・スタッフ合わせ29
名の参加で、津軽保健からは５名
参加し、青森ひばの苗50本を植
樹しました。
　この植樹祭は、2001年に青森
森林管理署・三八上北森林管理署
と「ふれあいの森の協定」を締結
し、「生協ふれあいの森」を作り
ました。

　森林内での様々な体験活動等を
通じて、森林と人々の生活や環境
との関係についての理解を深める
こと、牛乳パックのリサイクル活
動の収益金で実施している事業で
あることを広く周知し、リサイク
ル活動を更に推進していくことを
目的として毎年実施されています。
　今年も新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、少人数かつ午前
中のみの開催となりましたが、参
加者は植樹や自然散策を楽しみま
した。

第21回生協ふれあいの森 植樹祭を楽しむ



2022年７月１日（金）　第716号 （8）健　　　康

一人当たり　230kcal　塩分　0.3g

楽しい お料理楽しい お料理
☆献立紹介…
藤代健生病院
管理栄養士

町田　環　

〈材料〉　８個分
Ａ	 �むき枝豆50g　牛乳100cc　
	 生クリーム50cc　砂糖30g　
	 粉ゼラチン2.5g　水 大さじ１
Ｂ	 �クリームチーズ200g　卵黄１個分
	 砂糖50g　生クリーム100cc
	 水 大さじ３　　粉ゼラチン５g

〈作り方〉
先にＢを作り容器に入れて冷やし固
め、その後Ａを作り、Ｂの上にのせて
冷やし固め二層のムースを作る。
下準備：枝豆はさやから出し薄皮をむ
いて50g量

はか

る。クリームチーズは室温

にもどしておく。
❶耐熱容器にＢの粉ゼラチン
を入れ大さじ３の水でふやか
す。
❷ゼラチンにふわっとラップ
をして電子レンジ600W１分
で加熱し、混ぜて冷ます。
❸ミキサーにクリームチー
ズ、卵黄、砂糖、❷を入れて
攪
かく

拌
はん

する。なめらかになった
ら生クリームを加えてさらに

１分間攪拌する。
❹カップに８等分して流し入れる。冷
蔵庫で１時間冷やし固める。
❺耐熱容器にＡのゼラチンを入れ、大
さじ１の水でふやかす。生クリームは
砂糖を入れて８分立てに泡立てておく。
❻鍋に牛乳、むき枝豆を入れて火にか
ける。沸騰しない程度に温め火からお
ろしてミキサーにかける。少し冷まし
てから泡立てた生クリームを混ぜる。
❼❺のゼラチンを電子レンジ20秒で
加熱し❻に混ぜる。とろみがついてき
たらＡの完成。粗熱をとり❹のカップ
に注ぎ入れ冷蔵庫で冷やし固める。

枝 豆 と チ ー ズ の ム ー ス
～旬の枝豆で～

　

創
立
70
周
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
是
非
増
資
さ
せ
て

い
た
だ
き
、「
70
年
の
通
史
」

を
買
い
求
め
、
我
が
家
に
残
し

て
お
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

7070
周
年
で
す
ね

周
年
で
す
ね

青
森
市　

工
藤　

禮
子

　

野
菜
に
加
え
、
今
年
は
ダ
リ

ア
、
ヒ
マ
ワ
リ
、
ナ
デ
シ
コ
な

ど
の
花
の
栽
培
に
も
挑
戦
中
で

す
。
成
長
を
感
じ
る
も
の
が
身

近
に
あ
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

定
年
退
職
３
年
目
で
す
。

花
に
挑
戦
中
！

花
に
挑
戦
中
！

弘
前
市　

石
岡　

裕
樹

　

30
年
ほ
ど
前
、
長

男
、
二
男
を
健
生
で

出
産
し
ま
し
た
。
母

乳
で
育
て
た
お
か
げ

か
、
病
気
に
な
る
事

も
な
く
、
元
気
に
育

ち
ま
し
た
。

　

今
は
そ
の
長
男
も

パ
パ
で
す
。
改
め
て

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

母
乳
で
育
児

　

母
乳
で
育
児

五
所
川
原
市　

健
や
か
さ
ん

　

５
月
、
６
月
と
寒
暖

差
が
大
き
い
毎
日
で
す

が
、
田
ん
ぼ
や
畑
か
ら
元
気
を

も
ら
い
、
日
々
前
向
き
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

日
々
前
向
き
に

日
々
前
向
き
に

つ
が
る
市　

朝
顔　

　

創
立
70
周
年
！
本

当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
応
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

お
め
で
と
う

　

お
め
で
と
う
！！！！

平
川
市　

石
坂　

勝
三
郎

　

４
月
に
古
希
に
！！　

実
家
に

帰
り
草
取
り
の
管
理
も
キ
ツ
イ

こ
の
頃
で
す
。「
健
康
寿
命
を

の
ば
そ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
役
立

っ
て
ま
ー
す
。
最
近
始
め
た
ヨ

ガ
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、

う
れ
し
い
で
す
。

身
体
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

身
体
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

弘
前
市　

工
藤　

和
子

　

最
近
、
寝
て
い
る
と
ふ
く
ら

は
ぎ
が
つ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
６
月
号
「
８
ニ
ー
ア
ッ

プ
＆
バ
ッ
ク
キ
ッ
ク
」
を
行
っ

て
改
善
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ロ
コ
モ
を
予
防
！

ロ
コ
モ
を
予
防
！

中
泊
町　

小
寺
わ
か
子

　

田
植
え
を
始
め
て
５
日
目
の

事
。
保
育
園
の
裏
の
田
ん
ぼ
で

田
植
え
を
し
て
い
た
ら
園
児
達

や
先
生
方
皆
さ
ん
で
、
お
い
し

い
お
米
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
と

「
お
い
し
く
な
あ
れ
、
お
い
し

く
な
あ
れ
」
と
手
を
た
た
い
て

何
回
も
歌
っ
て
く
れ
て
、
あ
ん

ま
り
嬉
し
く
て
か
わ
い
く
て
疲

れ
が
取
れ
た
気
が
し

て
、
つ
い
お
便
り
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
い
し
く
な
あ
れ
！

お
い
し
く
な
あ
れ
！

弘
前
市　

相
馬　

昭
子

　

散
歩
す
る
た
び
に
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
の
お
庭
で
花
々
が
咲
き

乱
れ
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
と
っ
て
も
癒
さ
れ
、
元
気

を
頂
け
る
嬉
し
さ
に
感
謝
し
、

今
日
も
１
日
大
切
に
過
ご
し
て

い
き
た
い
で
す
。

花
々
咲
き
乱
れ
て

花
々
咲
き
乱
れ
て

板
柳
町　

ロ
ー
ズ

　

医
学
誌
「
ラ
ン
セ
ッ
ト
」
の

紹
介
が
あ
り
、
興
味
深
い
記
事

で
し
た
。
確
か
に
日
本
メ
デ
ィ

ア
の
情
報
だ
け
で
は
、
偏
り
が

あ
る
の
は
自
覚
し
て
い
ま
し

た
。
自
分
な
り
に
考
え
て
、
視

野
の
広
い
情
報
を
得
る
方
法
を

考
え
た
い
。

「
ラ
ン
セ
ッ
ト
」
誌

「
ラ
ン
セ
ッ
ト
」
誌

黒
石
市　

喜
多
嶋　

公

　

夏
が
来
ま
す
ね
。
そ
ろ
そ
ろ

祭
り
も
復
活
で
し
ょ
う
か
。
水

分
補
給
と
密
に
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
楽
し
み

た
い
も
の
で
す
。

待
望
の
夏
祭
り

待
望
の
夏
祭
り

黒
石
市　

阿
部　

誠

　

健
康
パ
ズ
ル
と
料
理
レ
シ
ピ

は
毎
回
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。
頭
の
体
操

に
な
り
、
と
て
も
良
い

で
す
。

頭
の
体
操

頭
の
体
操

弘
前
市　

福
士　

靜
子

　

地
域
の
方
た
ち
の
健

康
や
世
論
に
対
す
る
い

ろ
い
ろ
な
活
動
に
感
心

し
て
お
り
ま
す
。「
す
く

す
く
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
に

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、「
楽

し
い
お
料
理
」
は
早
速

晩
ご
飯
メ
ニ
ュ
ー
に
、

年
老
い
た
母
と
一
緒
に

「
健
康
パ
ズ
ル
」
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て

い
ま
す
。

い
つ
も
拝
見

い
つ
も
拝
見

弘
前
市　

や
っ
こ　

　

暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
く
気

持
ち
が
良
い
季
節
。
秀
峰
岩
木

山
を
眺
め
な
が
ら
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
は
最
高
で
す
。
30
分
の
散

歩
が
日
課
で
す
。

朝
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

朝
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

藤
崎
町　

高
木　

浩

地域連携室　℡0172-36-5181

藤代健生病院
家族教室のご案内

時　間＊９時30分～11時30分の開催です。
［参加希望の方は下記までご一報を！］

依存症と家族の関わり方
◦７月９日（土）

講師：木村大和　看護師

・住所、氏名が変わった時…。
・引っ越しされた時…。
・�「健康」新聞が２部届いている時…。
・�組合員がお亡くなりになられた時…。

津軽保健生活協同組合　組織部
電話0172-35-8933

このような時、ご連絡ください

５月から健生病院・健生クリニックの男性トイレにサニタリー
ボックス（汚物入れ）を設置しています。
LGBTQ※（性的マイノリティ）の方に対する人権問題から、
当院においても対象者にとって生活しやすい環境づくりが必要と考
えます。日本におけるLGBTQの割合は約３％〜10%と言われ、
患者を含めた利用者に一定数の対象者がいると考えられます。対象
者が抱える様々な困難を少しでも解決するためできる限り対応して
いきたいと考えています。
その中でもトイレの問題は、日常的な行為であるため困難を抱え
る人が多いと聞きます。トイレ利用の際には性自認に沿ったトイレ
を希望する人も多く、当院の利用者が男性トイレでサニタリーボッ
クスを利用することも十分に考えられます。そのような人が安心し
て受診できるよう、男性トイレの全個室にサニタリーボックスを設
置することとしました。
また、前立腺がんの術後や排尿障害がある
人への配慮としても男性トイレに汚物入れ設
置の動きは全国に広がっています。
� （健生病院事務局長・泉谷雅人）

※LGBTQとは、レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセ
クシュアル（両性愛者）、トランスジェンダー（生まれた時の性別と自認する性
別が一致しない人）、クエスチョニング（自分自身のセクシュアリティを決めら
れない、分からない、または決めない人）など、性的マイノリティの方を表す総
称のひとつです。

男性トイレにもサニタリーボックス

5
月
度
定
例
理
事
会

（
5
月
28
日
）

【
報
告
事
項
】

⃝

５
月
度
の
主
な
経
過
報
告
と
６
月
・
７
月
・

８
月
の
主
な
行
事
予
定

⃝

専
門
委
員
会
報
告

⃝

４
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

４
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

⃝

青
森
県
医
療
事
業
協
同
組
合
理
事
会
報
告

⃝

組
合
員
・
班
等
に
関
す
る
表
彰
・
弔
意
規
準

の
改
定
報
告

⃝

役
員
報
酬
審
議
会
会
議
報
告

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

労
働
基
準
監
督
署
是
正
勧
告
を
受
け
て
の

「
賃
金
規
程
」・「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
臨
時
職

員
の
就
業
規
則
」
の
改
定
お
よ
び
割
増
賃
金

の
支
給
に
つ
い
て

⃝

役
員
の
処
分
に
つ
い
て

⃝

支
部
運
営
要
綱
の
改
定

⃝

２
０
２
２
年
度
役
員
報
酬
の
提
案

⃝

第
97
回
通
常
総
代
会
議
案
書

　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
関
連

⃝

総
代
会
運
営
に
つ
い
て

⃝

班
・
組
合
員
・
支
部　
表
彰


